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「分水界」と「分水嶺」は同じ意味です



行った場所



①山陽線快速で

大久保駅から

加古川駅へ



②加古川駅で

加古川線に

乗り換え

電車は

２両だった



③加古川線で加古川駅から西脇市駅へ



④西脇市駅到着



西脇市駅で

何かを

研究中



⑤西脇市駅にて 谷川行きの列車に乗り換え



谷川駅行き（１両電車）の車内風景



車窓風景



⑥加古川線で

終点の

谷川駅へ



⑦加古川線の

終点

谷川駅に到着



谷川駅は超レトロな駅。ここから

⑧福知山線に 乗り換え石生（いそう）駅へ



⑨石生駅に無事到着

記念撮影

この駅から 創建が古代という いそ部神社に向かう



駅から神社への道一帯に降った雨は、日本海に流れるが

神社から南一帯に降った雨は、太平洋に流れる



駅から神社への途中にある

向山登山口である観音堂の桜も

福田寺の桜もすでに散っていた



いそ部神社に着きました。 「いそ」の字は

石碑や鳥居の額と同じ「 」の字を使います山石



赤い橋(延喜橋)が

架かっている

高谷川は

本来は

太平洋に

そそぐ川

ですが

土手の右岸に

このような

切り込みが

入れられ

日本海にそそぐ

水路が

作られている

太平洋へ
日本海へ



高谷川に架けられた

赤色の延喜橋を渡り、

両部鳥居の

二ノ鳥居をくぐり

本殿に向かい

石畳を歩くと、

すぐが

「御禊(みそぎ)橋」

である

その左手には

かつて

清水が

湧き出ていた。

「岩清水」という



「岩清水」

について

昔は

周辺が

旱魃であっても

枯れたことのない

清水があった。

今は、その場所に

岩をくりぬいた

手水鉢が

置かれている。



拝殿の前の狛犬

「岩清水」 橋の右手には、湧き水があった

昔を偲ぶかのように

小さな泉水が作られている。



三間流れ造りの本殿 入母屋造りの拝殿

本殿屋根の千木と鰹木が 拝殿は、中で宴ができそうな

特殊な形をしている 構造で、仏教寺院に似ている



豪華な造りの本殿

①本殿と拝殿の間の四脚門

②本殿の脇障子の立派な彫刻

③本殿周りの高欄

など凝った構造が見られる



神社の隣に 「水分れフィールドミュージアム」という
博物館があったが、どちらかというと学童向きで、
さしてみるべきものがなかった。



水分れ公園は、水が満ち溢れ、ベンチなどもあり

気持ちの良い公園だった。



高谷川の

土手道は

遅咲きの

八重桜が

ちょうど

見ごろ

だった。



八重桜 とともに 思わず 記念撮影



高谷川の 右岸の道が 日本海 と 太平洋 の 分水界なのだ



写真の

わずかに高い道路の中央が

日本海 と 太平洋の

谷中中央分水界とは驚き！！



さて、昼めしは

分水界のすぐ近くにある

「くい処 仁 」 へ



笑える 巨厚

「トンカツ」



あまりの大きさに食べきれず、持ち帰った。

家でも、あと二食分はあったという



石生駅から

ＪＲを使い １駅隣の

柏原駅へ移動



ここでは

小さな城下町

柏原の散策



柏原駅前から

商人の町・石田通りを歩き

太鼓櫓へ



太鼓櫓（たいこやぐら）の説明



記念撮影
と

気になるけど
読めない石碑



調べたら
詩人・野口雨情
柏原小唄(自筆)の
一節でした



餅の神田屋 と 木の根橋へ



樹齢１０００年ともいわれるケヤキの「木の根橋」。

根がどのように川を渡ったか不明ですが、

橋が「土橋」であった頃に、

土橋の土に根を延ばして川を渡ったのではないか････

という説がわかりやすいですね



餅の神田屋 八幡宮の鳥居

木の根橋

周辺の風景

木の根橋

観光協会
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柏原八幡宮

一ノ鳥居にて

記念撮影



柏原八幡宮

社務所への

階段道



社務所は江戸時代までは、八幡山乗宝寺という

八幡宮の別当(組織のトップ)寺院だった



明治の神仏分離について、ここでは廃物希釈はなく、平和裏に寺が入船山の
東麓に降り、仏像、仏具、経典なは、寺に移された。しかし、江戸時代まで
八幡神社別当寺だったので経済基盤も弱く、分離後無住寺院になり、
２０２３年秋に建物は老朽化のため解体された。
請け負ったのは地元丹波市柏原町下小倉にある「新憲産業」。
ただ、この寺が由緒のある寺院だっただけに惜しい気がする。
本尊の薬師如来や経典は関係寺院に移されたとのこと。

八幡神の本持仏は阿弥陀如来、では、神仏混淆であった江戸時代には、
薬師如来はどこに祀られていたのだろうか。
（写真は健在だったころの乗宝寺）



社務所から階段を登り

左折するとそこは

山のてっぺんだった。

二ノ鳥居の額縁の中に

檜皮葺の社殿と、

三重塔が現れた。



社務所から階段を登
り
左折するとそこは
山のてっぺん

だった。
二ノ鳥居の額の中

に
檜皮葺の社殿と、

三重塔が現
れた。



柏原八幡神社

江戸時代の

神仏混淆の

風景

ただ

神社建築に

似せ

乗せた

だけの

千木と鰹木に

違和感を

覚えて

しまう



柏原八幡神社

建物の中に

仏殿の様式が

多く見られる。

拝殿の横にある

大きな華頭窓は

その最たるもの

であろう



本殿は

神社形式の

流れ造り。

しかし

側面に華美な

装飾がびっしり



他の神社では

あり得ない

のが

三重塔と

鐘楼



三重塔を

単なる

倉庫と

みなし

｢八幡文庫｣とした

知恵に

敬服する。



左から
読み取れるのは

平安末期に、
岩清水八幡宮の
所領地となり

その行政の役所の
別宮が置かれた。

社寺は、信仰の
対象だけでなく
役所を
兼ねていた。

逆に、官衙や
他の荘園から
別宮になるよう

住民から
願い出たのかも

知れない。



三重塔は、入船山のほぼ山頂にあるが、

もっとも高いところに「八坂神社」がある。

これは、神仏分離で「牛頭天王」という

仏教の神を廃さなければならないので

京都に倣って「八坂神社」したのだろう。

また、牛頭天王の別称は祇園さんである。

明治政府が神社に祇園の使用を禁止したが

庶民の行事「祇園祭り」の使用禁止し

「八坂祭り」とまでできなかったようである。

岩清水八幡宮から八幡神を分霊する

遥か以前の古代に、

山頂に「牛頭天王」を祀ったことから、

この社がある。明治以降、牛頭天王の

垂迹神である「スサノオ」を祀っている。

八坂神社



梵鐘も

住民に時を

知らせる

時の鐘とした

叡智に驚く。

しかも、

秀吉によって

鋳つぶされる

運命であった

梵鐘が

二度も

難を逃れたとは

天晴である。



鐘楼と梵鐘が残ったおかげで 神社で鐘を撞く幸せにひたることができた



神社で鐘を撞くなんて、ここに来ないとできない幸せである



三重塔も鐘撞堂も
仏教の意味を
持たなくなったが

江戸時代までの
神仏混淆の風景

が
ここ柏原八幡社で
体験できる。

また、
ここの祖霊社は、
仏壇の代わりに
祖先を祀る
ものとして

神仏分離によって
明治以降、神社に
新たに作られた
社だと思う。

祖霊社



もう一度神仏混淆の風景を



拝殿の前に

置かれた

この狛犬も

有名らしい

ただ、砂岩で

造られているので

摩耗がはげしく

近年、修理された



最後に

一ノ鳥居で

もう一度

記念撮影

神社の別当だった

乗宝寺は、既に

取り壊されて

いるので

行かないことに

柏原大神宮



明治以降に建てられた信長の建勲神社

上級武士町の中小路



旧柏原町道路元標

本来の設置場所

現在地



田(でん)すて女

江戸期の女流俳人

加賀千代女と

ともに有名



田(でん)すて女

江戸期の女流俳人

加賀千代女と

ともに有名



田すて女句碑



柏原歴史民俗資料館･田ステ女記念館



柏原陣屋

城とはちがい、防衛施設を

持たない藩庁を陣屋という



柏原陣屋の模型

現存しているのは

塀の左側に見える

行政の建物だけ

中央部の殿様の

居住建物は

壊されている



陣屋からは八幡宮の三重塔が見える

北側から見た陣屋



小学校の義務教育が４年間(その後６年に変更)だった頃に

氷上郡にただ一つ作られた４年制の高等小学校である。

明治時代に建てられた校舎が、ほぼそのまま現存。

玄関の上のバルコニーとそれを支える柱が素晴らしい。



ステンドグラスのある玄関 玄関の上のバルコニー内部



廊下 ２Ｆの講堂（奥にバルコニーが見えている）



学校設立当時の正式名は「氷上郡各町村組合立高等小学校」でした。



廊下の同じ位置で階段が離散方向についていました。動線を考えた面白い設計です。

講
堂

2F教室

2F教室



兵庫県下では最古級の校舎であり、保存状態もよく建物です。



奈良・京都のように

ここからも

三重塔が

見えていました



廃藩で職を失った

士族の子弟たちは

官員となるのが

一番の出世。

当時の公立中学校は、

官員養成所的

存在だったので

小さくても城下町に

設置されました。



そんな経緯もあって

兵庫県の中学校は

城下町に次々に

設置されました。

それ故、伝統校は

旧城下町に

多いのです。



バルコニーが美しい 木造平屋建ての校舎がよくぞ残っていたと感心した



柏陵会館～黎明館～陣屋前～足軽地域～

宿場町と散策しながら柏原駅に帰ってきた



朝とは逆コースで
柏原駅=①=谷川駅=②=西脇市駅=③=加古川駅=④=大久保駅

と４本の電車を乗り継いで帰ってきました。



朝とは逆コースで 柏原駅＝谷川駅＝

＝西脇市駅＝加古川駅＝大久保駅

と無事帰ってきました。
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